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令和４年度 第７回定例会（12月会議）一般質問 

令和 4年 12月 8日                                           

質問 

順 
議員氏名 質 問 事 項 質  問  の 要 旨 

質問の

相手 

１ 福本 悟 

 

１．公共の場

の環境整備の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．公共の場の環境整備の推進について 

 

 人にやさしくだれもが利用しやすい環境整備に

ついては、令和３年３月に策定された「第３期御船

町障がい者基本計画」の施策区分の一つとして「交

流の促進」の中に、「公共の場の環境整備の推進」

を掲げられ推進が図られている。 

障がい者基本計画の策定から１年７カ月余りが

経ち、本町における利用しやすい生活環境の現状を

どのように認識し、ユニバーサルデザイン化、バリ

アフリー化の推進、歩行空間の整備の促進、建築物

の整備及び公園等オープンスペースの整備につい

て、その目標を達成するための推進計画、整備状況

及び今後の整備計画について伺う。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 福永 啓 

 

１．藤木町政

が 8 年間で解

決に取り組ん

できた課題の

現状について 

 

１．藤木町政が 8年間で解決に取り組んできた課題

の現状について 

 

熊本地震からの復旧・復興、御船竹バイオマス

問題、御船町光ファイバー事業問題等、藤木町政

が8年間で解決に取り組んできた課題の現状につ

いて問う 

 

（１）熊本地震からの復旧・復興の経緯・現状及び

今後の課題は何か。 

（２）御船竹バイオマス問題の経緯・現状及び今後

の課題は何か。 

（３）御船町光ファイバー事業問題の経緯・現状及

び今後の課題は何か。 

（４）その他、御船町が抱える重要な課題をどのよ

うに認識し、その課題の解決にどのように取り

組んでいるのか。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 



－2－ 

 

質問 

順 
議員氏名 質 問 事 項 質  問  の 要 旨 

質問の

相手 

３ 田上 忍 

 

１．低所得者、

ひとり親世帯

への支援につ

いて問う 

 

 

 

 

２．廃校にな

った学校の今

後の活用につ

いて問う 

 

 

１．低所得者、ひとり親世帯への支援について問う 

（１）生活支援はどうなっているか。 

（２）支援の基準はどうなっているか。 

（３）就学支援はどうなっているか。 

（４）支援の基準はどうなっているか。 

（５）町民への周知はどのようにやっているか。 

 

 

２．廃校になった学校の今後の活用について問う 

（１）解体を予定している建物はどこか。 

（２）解体後の敷地等の活用はどう考えているか。 

（３）解体しない建物はどこか。 

（４）解体しない建物の利活用はどう考えている

か。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

４ 増田安至 

 

１．オンライ

ン化の現状と

今後の予定に

ついて 

 

 

 

 

 

 

２．65 歳以上

の高齢者の負

担増について 

 

 

３．地域の足

を確保する公

共交通につい

て 

 

 

 

 

 

１．オンライン化の現状と今後の予定について 

（１）町民の利便性向上として、どんなサービスに

活用できるか 

（２）子育て関連の事業への応用はどうなるか 

（３）介護関連への利用と事業者負担 

（４）被災者支援の利用方法はどうなるか 

（５）自動車保有関連への影響はあるのか 

（６）町独自の今後の取組はどうか 

 

 

２．65歳以上の高齢者の負担増について 

（１）介護保険負担増はどうなるか 

（２）医療費の負担はどうなるか 

 

 

３．地域の足を確保する公共交通について 

（１）これまでに「地域公共交通協議会」でどんな

取組が成されてきたか 

（２）限界集落への検討とサポート方法はどうか 

（３）交通不便地域での実証実験はどうか 

（４）条例制定への提案は可能か 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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質問 

順 
議員氏名 質 問 事 項 質  問  の 要 旨 

質問の

相手 

５ 宮川一幸 

 

１．中山間地

域の移住定住

と活性化につ

いて 

 

１．中山間地域の移住定住と活性化について 

 

御船町中山間地域の活性化を図ることや移住定

住を目的として、令和３年１０月に協議会の主旨に

賛同された３９名の方々で御船町中山間地域移住

定住促進協議会が設立されております。 

 全国的に人口減少が進んでいる中、御船町全体と

しては令和３年度において人口の増加は見られま

すが、中山間地域においては超高齢化、超少子化に

より集落機能の低下と人口減少が進んでいる状況

にあります。 

 この協議会では、委員を対象にした移住定住に関

するアンケート調査や委員会の開催、移住定住施策

での成功事例都市の講演による勉強会の開催、御船

町役場の各課との意見交換会、また御船町議会あお

ぞら会議での意見交換や空き家対策の為の活動等

を行っておられます。 

 御船町でも移住定住の施策が行われていますが、

多くの自治体が定住人口を増やすための施策を進

めるため、自治体間の競争が起きている状況にもあ

ります。 

 御船町中山間地域に住みたい、住んで良かった、

住み続けたいと思う人増やすための提言が令和４

年９月に本協議議会より御船町へ提出されていま

すので、御船町の提言書に対する対応について問

う。 

 

（１）中山間地域に特化した課の設置 

（２）御船町中山間地域総合計画の設置 

（３）七滝中央小学校、滝尾小学校の児童数減少 

対策 

（４）中山間地域における移住定住の受け皿づくり 

（５）御船町独自の移住定住支援策 

（６）廃校を利用した小さな拠点づくり 

 

 

 

 

町 長 
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質問 

順 
議員氏名 質 問 事 項 質  問  の 要 旨 

質問の

相手 

６ 井藤はづき 

 

１．農業の危

機的状況をど

のように打開

するか 

 

 

２．小中学校

の施設改修を

いつするか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．農業の危機的状況をどのように打開するか 

（１）担い手不足について 

（２）米価下落と生産コスト上昇について 

（３）有害鳥獣被害について 

 

 

２．小中学校の施設改修をいつするか 

（１）校舎老朽化の現状について 

（２）改修の予定について 

（３）ふるさと納税等の活用について 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

７ 藤川博和 

 

１．2020 年の

御船町都市計

画マスタープ

ランについて 

 

１．2020年の御船町都市計画マスタープランについ

て 

 

御船町都市計画マスタープランは、平坦地 2,206 

haが指定されています。 

 

(１)都市計画地区内の用途変更による土地面積の

推移について 

(２)都市計画地区内の人口増減による、年齢階級別

人口の割合について。 

(３)都市計画地区内で発生している内水対策につ

いて。 

(４)若年層の定住促進への対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問 

順 
議員氏名 質 問 事 項 質  問  の 要 旨 

質問の

相手 

８ 田上英司 

 

１．上益城５

町ごみ処理施

設建設につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．上益城５町ごみ処理施設建設について 

 

（１）廃棄物処理事業のそれぞれの役割について立

地町・御船町の役割とは何か、詳細をお尋ねす

る。 

（２）大栄環境(株)・石坂グループは熊本県の誘致

企業ではないのかお尋ねする。 

（３）一般ごみ処理から産廃処理への事業変更のい

きさつをお尋ねする。 

（４）平成 27年、一般ごみ等処理５町共同整備費

用約 215億円の全容と見積額・地方交付税その

他補助金等の収入と地方債等の当時の返金計

画についてお尋ねする。 

（５）新会社か共同事業体を立ち上げるのか、新会

社に出資すると言われるが何処に出資するの

かお尋ねする。 

（６）１日 300トン以上の地下水を取水する地下水

の問題、環境アセスと現実問題への認識をお尋

ねする。 

（７）上野インター一帯の将来の活性化の切り札を

持つ地域を環境負荷型の巨大施設建設により

町のデメリットにするのかお尋ねする。 

（８）行政の意義はすべて町民の幸せのためにある

と答弁を受けたが、施設建設問題に対する行政

の価値観とは何かお尋ねする。 

 

 

 

町 長 

９ 森田優二 

 

１．恐竜博物

館の運営につ

いて 

 

 

 

 

２．カルチャ

ーセンターの

運営について 

 

 

１．恐竜博物館の運営について 

 

（１）観光交流ギャラリーについて 

（２）収蔵物について 

（３）今後の運営について 

 

 

２．カルチャーセンターの運営について 

 

（１）カルチャーセンターの建設目的について 

（２）ホールの年間管理と使用状況について 

（３）図書館及び各会議室等の運用について 

（４）今後の運営について 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 


